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１	 編集方針





































める範囲（紙面）は縦横 245 × 170mm とす
る。この場合、余白は、上辺 30 mm、下辺
20 mm、左辺 20 mm、右辺 20 mm である。
 （3） 段組み
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　図には必ず番号（図 1. 、Fig.1.  など）を付し、
本文との整合を期し、図の下部に番号と説明
文を加える。図が細分化されている場合には、
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